
新型コロナウイルス感染症
経済対策等について

令和４年８月１９日

日向市



長期化している新型コロナウイルス感染症の影響に、原油価格や物価高騰の影響等が重なり、市民生活や地域経済は極めて厳しい状況におかれています。

市は、下記の３点を基本姿勢とし、４つの視点を柱として、ウィズコロナやアフターコロナを見据えた対策に時機を逸することなく取り組むことで、市民の皆さん

の生活を守るとともに、地域経済を立て直し、回復に繋げます。

Ⅰ 市民の命と健康を守る。 Ⅱ 市民の暮らしを支える。Ⅲ 市民が「笑顔で暮らせる元気なまち」を取り戻す。

新型コロナウイルス感染症経済対策等の考え方

① 感染拡大の防止策

③ 市民生活の支援

② 地元の雇用維持と事業者支援

新型コロナウイルス感染症から、市民の命と健康を守るために、感染拡大防止の徹底を図るとともに、ワクチン接種
の実施や基本的な感染拡大防止対策の啓発などに取り組みます。

市民の暮らしを支えるために、お困りの方への公共料金等の納付猶予や各種給付金などの迅速な給付を行うほか、
ウィズコロナの下での地域コミュニティの維持や活性化を支援します。

市民の暮らしを支えるために、新型コロナウイルス感染症等の影響により打撃を受けている中小事業者や一次産
業分野等の雇用を守り、事業継続を支援するとともに、地域経済の再始動を促進します。

④ 将来を見据えた取組

市民が「笑顔で暮らせる元気なまち」を取り戻すために、ウィズコロナやアフターコロナを見据え、地域経済の回
復に向けた施策に取り組むほか、社会活動を止めない感染症に強い社会の構築を図ります。
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④ 将来を見据えた取組 ・・・・・ 1,800 千円

市民生活への支援等を軸とした総合的な対策として、９月補正予算を取りまとめました。６月追加補正予算に引き続き、国の「コロナ禍における『原油価格・物価

高騰等総合緊急対策』」に対応し、コロナ禍において直面する原油価格・物価高騰による影響を緩和するため、生活者支援や事業者支援を実施します。

◆９月補正予算の内容（総額259,061 千円（うち、原油・物価高騰に係る事業総額233,415 千円））

経済対策等（令和４年度９月補正予算）

① 感染拡大の防止策 ・・・・・13,700 千円

② 地元の雇用維持と事業者支援 ・・・・・ 44,861 千円（うち、原油・物価高騰に係る事業分34,715 千円）

③ 市民生活の支援 ・・・・・ 198,700 千円（うち、原油・物価高騰に係る事業分198,700 千円）

2

●【国・市】保育環境改善等事業 【こども課】 13,700千円（新型コロナ感染対策に係る備品購入等への支援）

●【市単】（高騰・新）物流事業者燃料高騰等対策事業

●【市単】地元産農産物応援消費事業

●【県】県産農畜水産物学校給食提供推進事業

【商工港湾課】

【農業畜産課】

【農業畜産課】

34,715千円（物流事業者への事業継続の為の支援）

784千円（応援消費・ＰＲに係る地元農産物の購入費）

9,362千円（学校給食提供に係る県産農畜水産物の購入費）

（概要）

（概要）

（概要）

●【県・市】（高騰・新）燃油高騰対策ガソリン等購入助成券発行事業 【商工港湾課】 198,700千円（原油・物価高騰に係るガソリン等助成券）

●【市単】（新）ワーケーション利用促進事業

（概要）

【商工港湾課】 1,800千円（ワーケーション利用促進に係る企業支援）

（単位：千円）

当初 6月追加補正 9月補正 総事業費

①感染拡大の防止策 0 9,320 13,700 23,020 

②地元の雇用維持と事業者支援 31,827 56,700 44,861 133,388 

③市民生活の支援 79,651 495,321 198,700 773,672 

④将来を見据えた取組 0 38,530 1,800 40,330 

合計 111,478 599,871 259,061 970,410 



経済対策等の主な事業（令和４年度９月補正予算）

【県・市】燃油高騰対策ガソリン等購入助成券発行事業
198,700 千円

コロナ禍における燃油価格高騰対策として、全世帯にガソリン等

購入助成券を配布し、市民生活を支援するとともに、燃油の市内

消費の喚起を図る。

商工港湾課
☎0982‐66-1025

【担当/ 問合せ】

【市単】物流事業者燃料高騰等対策事業
34,715 千円

3

原油価格の高騰等により極めて厳しい経営状況にある物流事

業者について、燃料高騰の負担軽減に必要な支援に取り組むこ

とで、本市物流網の維持を図る。

商工港湾課

☎0982‐ 66-1025

【担当/ 問合せ】

●対象者

市内物流事業者

●内容
物流事業者への支援金

●支援金
燃料高騰対策
→トラック（小中型15千円、大型30千円）
→RORO船（1隻×7,265千円）

【効果・成果目標】
・物流網の維持

〔新規・高騰対応分〕 〔新規・高騰対応分〕

●対象者
基準日（令和4年9月26日）に、日向市に住民票登録
がある世帯（約29,200世帯）
●内容
・6,000円/世帯のガソリン等購入助成券を全世帯に配布
・燃油（ガソリン、灯油、軽油など）購入時に使用可能

●対象店舗
宮崎県石油協同組合に加入している
市内のガソリンスタンド（24店舗）

●配布期間・使用期間
・令和4年11月から順次配送
・令和5年1月31日まで使用可能

【効果・成果目標】
・市民生活への支援
・燃油の市内消費の喚起



（参考）地方創生臨時交付金の活用状況について
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配分額 国からの令和4年度配分額 458,788千円（うち、原油価格・物価高騰対応分268,522千円）

活用額

令和4年度事業への活用額 384,200千円 配分残額

令和4年6月追加補正事業への活用額
252,000千円

令和4年9月補正事業への活用額
132,200千円

74,588千円

【令和4年8月1日時点】

「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」について、総額458,788千円（「コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分」268,522千円）のうち、令和4年
度6月追加補正事業にて252,000千円、令和4年度9月補正事業にて132,200千円を活用することとしています。
配分残額は、引き続き市民や事業者への支援など、市民が「笑顔で暮らせる元気なまち」を取り戻すための対策等に活用する予定です。

番号 予算事業名 総事業費 交付金活用額 担当課 対応する補正予算

1 広報強化に要する経費 4,200 3,300 秘書広報課 6月追加補正

2 低所得子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（ひとり親以外） 74,141 1,200 こども課 6月追加補正

3 中小企業特別融資事業 11,200 8,900 商工港湾課 6月追加補正

4 交通事業者運行継続支援事業 5,900 4,700 観光交流課 6月追加補正

5 観光誘客再起事業 2,200 1,700 観光交流課 6月追加補正

6 稼げる看板商品創出事業 7,900 1,100 観光交流課 6月追加補正

7 観光施設等管理運営費 3,130 2,500 観光交流課 6月追加補正

8 施設園芸燃油高騰対策等農業経営支援事業 16,000 12,800 農業畜産課 6月追加補正

9 生産性向上対策事業 23,600 18,800 農業畜産課 6月追加補正

10 心身のリフレッシュを図る公園環境整備事業 19,300 15,400 市街地整備 6月追加補正

11 水道・簡易水道事業会計への繰出金（水道料金の基本料金免除） 204,000 163,200 水道課 6月追加補正

12 共同管理水道臨時補助金（民営水道施設の水道料金に対しての支援） 2,500 2,000 水道課 6月追加補正

13 小学校施設 管理運営費 3,620 1,400 学校教育課 6月追加補正

14 中学校施設 管理運営費 1,500 600 学校教育課 6月追加補正

15 給食調理に要する経費 12,000 9,600 学校給食センター 6月追加補正

16 移動図書館運用事業 6,000 4,800 図書館 6月追加補正

17 保育環境改善等事業 13,700 5,400 こども課 9月補正

18 燃油高騰対策ガソリン等購入助成券発行事業 198,700 97,100 商工港湾課 9月補正

19 ワーケーション利用促進事業 1,800 1,400 商工港湾課 9月補正

20 物流事業者燃料高騰等対策事業 34,715 27,700 商工港湾課 9月補正

21 地元産農産物応援消費事業 784 600 農業畜産課 9月補正

合計 646,890 384,200 

（単位：千円）〇令和4年度 地方創生臨時交付金活用一覧


